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いる．Artigue & Blomhøj (2013) によれば，探




























































































































































































第一に，「問いと回答の往還  (dialectic 










図 1 のような樹形図（Q-A マップ）で記述す
る方法が提案されている(Winsløw et al., 2013)． 
 
図 1 Q-A マップ (Winsløw et al., 2013) 
第二に，情報を探索する営みと得てきた情
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報を検討し試行錯誤して回答を作り出す「メ





















なのが最初の問い  (Q0) の設定である．SRP
では，学習者が疑問に思うような自然 (lively) 
な，そして，そこから多くの問いが生まれる































































に回答しようとしていた (例えば，C 班)． 
他にも，Q0 の回答からは多少離れるが，自
らの関心に沿って収集した情報から，探究し









































の Q-A マップにより示す．Q-A マップは図 2，













































































































図 2 A 班の Q-A マップ 
























































































































































































































図 4 C 班の Q-A マップ 
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